
 

 

 

 

 

中央本部は２０２０年度 

 

 
 

     

 

 

 

 

 
 

 

 

感染防止と生活維持 （「本部・業務部速報」２０２０．５．１５より抜粋） 

◇新型コロナウィルスの中での奮闘                                     

 不特定の人と接する鉄道・医療において、感染の恐怖の中で日々業務をしています。感染防止には組

合員・社員の奮闘だけでなく、家族の協力も不可欠です。また、社会的にマスクが不足する中、個人でマ

スクを確保し奮闘しています。社会インフラを守るという使命感のもと、努力してきたことに報いるべきで

す。 

◇生活を守るために                                                      

 家族の休業で世帯収入が減る一方、休校等の影響で食費や光熱費は増加しています。また、持ち家の

ローンに対する不安もあります。生活を守るためには充分な夏期手当は必要です。 
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